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多項式 f(x) = 5x3 − 12x2 +8x+1 を x− 1 で割ったときの商 g(x) は g(x) = ア であり，余りは

イ である。また，g(x) を x− 1 で割ったときの余りは ウ である。さらに，定数 イ ， ウ ，

エ ， オ を用いると，x についての恒等式
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が成り立つ。

解説動画

https://methodology.site/ 
https://methodology.site/relationship-between-identity-and-division/
https://youtu.be/f67FJS5ovZk

